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秋田県 秋田市 秋田市教育委員会学事課 018-888-5806 ro-edsw@city.akita.lg.jp
http://www.city.akita.lg.jp/kurashi/kyoiku-
gakko/1013020/1008522.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

給食費を滞納している者について、訪問徴収の際に、就学援助制度を
説明し、申請を促している。 ○ ○

秋田県 能代市 教育委員会 学校教育課 0185-73-5281 gakkyo@city.noshiro.lg.jp
https://www.city.noshiro.akita.jp/c.html?seq=
12386 ○ ○ ○ ○ 入学前に新入学児童の保護者へ書類を直接送付 ○

・新入学児童及び児童・生徒全世帯へ案内を配布している。
・転入者には手続き一覧へ内容を記載し周知している。
・生活保護、子育て支援、総合窓口担当と連携し、保護者からの問合
せに対応できるようにしている。 ○ ○ 新入学児童の保護者へ直接送付

秋田県 横手市 教育委員会 教育指導部 学校教育課 0182-32-2414 gakkokyoiku@city.lg.jp
http://www.city.yokote.lg.jp/gakkokyoiku/pag
e000024.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ 申請希望ありなしに係わらず、在籍児童生徒全員に配布している。 ○ ○

 市内各地区の庁舎窓口に備付け（申請希望
する来庁者へ配布）

秋田県 大館市 大館市教育委員会 学校教育課 学事係 0186-43-7112 gakuji@city.odate.lg.jp
http://www.city.odate.akita.jp/kyouiku/post_3
5.html ○ ○ ○ ○ ○

秋田県 男鹿市 男鹿市教育委員会学校教育課 0185-24-9101 kyouiku@city.oga.akita.jp
http://www.city.oga.akita.jp/index.cfm/12,143
15,104,1,html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

秋田県 湯沢市 教育部学校教育課 0183-73-2162 k-gakko@city.yuzawa.lg.jp http://www.city-yuzawa.jp/ ○ ○ ○ ○ 援助対象となる年間所得の目安等を記載、各費目の援助額を記載 ○ ○

秋田県 鹿角市 鹿角市教育委員会 総務学事課 学事指導班 0186-30-0291 kyoui@city.kazuno.lg.jp http://www.city.kazuno.akita.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○
秋田県 由利本荘市 教育委員会 学校教育課 0184-32-1330 gakko@city.yurihonjo.lg.jp http://www.city.yurihonjo.lg.jp/kosodate/1133 ○ ○ ○ ○ ○ ○
秋田県 潟上市 学校教育課 018-853-5361 esoumu@city.katagami.lg.jp http://www.city.katagami.lg.jp ○ ○ ○ ○ ○

秋田県 大仙市 大仙市教育委員会教育指導部教育指導課 0187-63-1111 kyouiku-gak@city.daisen.lg.jp
http://www.edu.city.daisen.akita.jp/~ky-
iinkai/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育委員会、地域公民館でも申請希望者に配
布。

秋田県 北秋田市 秋田県北秋田市教育委員会学校教育課 0186-62-6617 be-gimu@city.kitaakita.lg.jp http://www.city.kitaakita.akita.jp/ ○ ○ ○ ○ 各小・中学校のPTAで学校から保護者に対して制度の周知を行ってい ○

秋田県 にかほ市 教育委員会 学校教育課 0184-38-2266 kyouiku-gk@city.nikaho.lg.jp https://www.city.nikaho.akita.jp/index.html ○ ○ ○ ○ 域内の保育所、こども園を通じて制度を周知 ○
他課との連携による制度の周知（子育て支援担当による児童扶養手当
申請受付時に、就学援助制度を紹介） ○ ○

・現認定者に申請書を送付。
・市役所窓口に申請書を備え付け、希望者に
申請書を配布。

秋田県 仙北市 教育委員会 教育総務課 0187-43-3382 kygakko@city.semboku.akita.jp https://www.city.semboku.akita.jp/ ○ ○ ○ 新一年生には入学通知書発送時に同封し、郵送。 ○ ○

前年度認定者には教育委員会から直接申請書を送
付している。また、希望者には教育委員会から申
請書を配布するほか、各小中学校・地域センター
に備えている。また、仙北市のホームページより
ダウンロードも可能。

秋田県 小坂町 小坂町教育委員会総務班 0186-29-2342 kyouiku@town.kosaka.akita.jp https://www.town.kosaka.akita.jp ○ ○ ○ 援助対象となる年間所得の目安額等を記載 ○ ○ 全年長児の保護者へ、教委から書類を配布

秋田県 上小阿仁村 上小阿仁村教育委員会 総務学校班 0186-60-9000 kyouiku@vill.kamikoani.lg.jp http://www.vill.kamikoani.akita.jp ○ ○ 保育園を経由して配付 ○ ○
秋田県 藤里町 教育委員会 学校教育係 0185-79-1327 gakkou@town.fujisato.lg.jp http://www.town.fujisato.akita.jp/ ○ ○ ○ ○

秋田県 三種町 三種町教育委員会事務局 0185-87-2115 kyoui@town.mitane.lg.jp
http://www.town.mitane.akita.jp/life/detail.ht
ml?category_id=85&article_id=1 ○ ○ ○ ○ ○

次年度入学予定者に配布するチラシについては、平易な文面を使用し
たものを作成している。 ○ ○

秋田県 八峰町 八峰町教育委員会 学校教育課 0185-77-2816 kyoui@town.happo.lg.jp http://www.town.happou.akita.jp/ ○ ○ ○ ○ 前年度該当者に次年度用申請書及び案内を送付 ○ ○ ○ ○ 希望者がウェブサイトからダウンロード

秋田県 五城目町 五城目町教育委員会 学校教育課 018-852-5372 g-gakko@town.gojome.lg.jp http://www.town.gojome.akita.jp/ ○ ○
次年度の新入学児童生徒の保護者に対して、こども園や小学
校を通じて就学援助制度の書類を配布している。 ○

・新入学学用品費の入学前支給に該当する児童生徒については、１２
月にこども園・小学校を通じて全員に書類を配布している。
・その他の児童生徒については、２月に小・中学校を通じて全員に配
布している。
・転入者や年度途中で家庭環境が変わった世帯については、その都度
直接説明している。 ○

秋田県 八郎潟町 八郎潟町教育委員会教育課 018-875-5812 kyouiku@town.hachirougata.lg.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○
秋田県 井川町 教育委員会 018-874-4424 kyouiku@town.akita-ikawa.lg.jp ○ ○ ○ ○ ○

秋田県 大潟村 大潟村教育委員会 学校教育班 0185-45-3240 kyoiku@vill.ogata.lg.jp http://ac.ogata.or.jp/ ○ 小中学校の全児童生徒へ文書で配布 ○
申請者が、自身が制度の該当になるか判断する目安になるように、支
給対象となる世帯の所得額を例示している。 ○

秋田県 美郷町 美郷町教育委員会教育総務課教育総務班 0187-84-4914 kyoiku-so@tow.akita-misato.lg.jp http://www.town.misato.akita.jp/ ○ ○ ○ ○

・卒業生以外全児童生徒の保護者へ就学援助制度の書類を配
付
・転入者、年度途中での児童生徒の親権者変更届時に就学援
助制度を説明 ○ ○ ○

ホームページに申請書様式を掲載し、希望者
がダウンロードしている。

秋田県 羽後町 羽後町教育委員会学校教育担当 0183-62-2111 gakko@town-ugo.jp https://www.town.ugo.lg.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○

秋田県 東成瀬村 教育委員会 0182-47-3415 kyouiku@vill.higashinaruse.lg.jp http://www.higashinaruse.com/ ○ ○ ○ ○ 入学時、進級時は学校の判断 ○ ○

０ 就学援助制度問い合わせ先（広報用）

①部署名 ②電話番号 ③e-mail ④ウェブサイト ⑤その他（SNSなど）

ウ．学校
から全児
童生徒も
しくは保
護者に申
請書を配
布

エ．教育
委員会か
ら全児童
生徒もし
くは保護
者に申請
書を配布

オ．その
他
→（２） （２）オの内容

①都道府県 ②市区町村名

（３）就学援助制
度に関する教職員
向け説明会の実施

（４）就学援助制度周知の工夫

ア．教職
員向け説
明会を実
施してい
る

イ．教職
員向け説
明会を実
施してい
ない

Ⅰ 平成３１（令和元）年度就学援助制度の実施について

２．就学援助の申請方法

（１）就学援助制度の申請書の配付方法
 （あてはまるもの全てに○）

ア．学校
から希望
者に申請
書を配布

イ．教育
委員会か
ら希望者
に申請書
を配布

キ．毎年
度の進級
時に学校
で就学援
助制度の
書類を配
付

ク．民生
委員やス
クール
ソーシャ
ルワー
カー等か
ら案内を
配布

ケ．その
他→
（２） （２）ケの内容

（１）就学援助制度の周知方法(あてはまるもの全てに○)

１．就学援助制度の周知方法

ア．教育
委員会の
ウェブサ
イトに制
度を掲載

イ．自治
体の広報
誌等に制
度を記載

ウ．就学
案内の書
類に記載
又は就学
案内の書
類ととも
に配布

エ．就学
時健康診
断の際に
学校で就
学援助制
度の書類
を配布

オ．学校
の入学説
明会で就
学援助制
度の書類
を配布

カ．入学
時に学校
で就学援
助制度の
書類を配
付
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秋田県 秋田市

秋田県 能代市

秋田県 横手市

秋田県 大館市

秋田県 男鹿市

秋田県 湯沢市

秋田県 鹿角市
秋田県 由利本荘市
秋田県 潟上市

秋田県 大仙市
秋田県 北秋田市

秋田県 にかほ市

秋田県 仙北市

秋田県 小坂町

秋田県 上小阿仁村
秋田県 藤里町

秋田県 三種町
秋田県 八峰町

秋田県 五城目町

秋田県 八郎潟町
秋田県 井川町

秋田県 大潟村

秋田県 美郷町

秋田県 羽後町

秋田県 東成瀬村

①都道府県 ②市区町村名

生活保護基準額
等に掛ける係数
（倍率）

市区町村民税課税
最低限度額に掛け
る係数（倍率）

倍 倍

14 14 13 11 15 16 6 7 10 13 9 6 6 6 13 4 3 0 3 20 0 3 1

○ ○ ○ ○ ○ 1.3
20%未満 20%未満

○ 1.2

25%未満 30%未満

○ 1.3 10%未満 10%未満

○ 1.05 20%未満 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ 1.2 20%未満 20%未満

○ ○ ○ 1.2
要綱で、「当分の間、生活保護基準額は平成24年12月末日現在のもの
を使用する」こととしている。

20%未満 20%未満

○ 1.15

15%未満 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 10%未満 15%未満
○ ○ ○ ○ 1.2 15%未満 15%未満

○ 1.3
10%未満 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 20%未満 20%未満

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1.2
10%未満 10%未満

○ 1.3

5%未満 5%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1
10%未満 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 10%未満 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15%未満 15%未満

○ 1.2 10%未満 10%未満

○ 1

15%未満 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 保護者が、未就業、病気又は災害等の特別な事情で経済的に困窮している者 5%未満 5%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ 世帯の状況及び年間所得等生活困窮度による。 5%未満 5%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 5%未満 5%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3

10%未満 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10%未満 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 母子家庭、その他教育委員会が認めた者 10%未満 10%未満

サ．学校納付金
の納付状態の悪
い者，昼食，被
服等が悪い者ま
たは学用品，通
学用品等に不自
由している者等で
保護者の生活状
態がきわめて悪
いと認められる
もの

シ．経済的
な理由によ
る欠席日数
が多い者

ス．保護者
の職業が不
安定で，生
活状態が悪
いと認めら
れる者

セ．生活福
祉資金によ
る貸付け

（１） 平成３１（令和元）年度当初における準要保護の認定基準（該当するもの全てに○）

（４）テの内容 （５）補足事項

Ⅱ 平成３１（令和元）年度準要保護認定基準

ソ．生活保護の
基準額に一定の
係数を掛けたも
の（生活保護の
基準額が変わる
と自動的に要件
が変わるもの）
→（２）係数

タ．生活保護の
基準額に一定の
係数を掛けたも
の（生活保護の
基準額を参照し
て額を定めてい
るもの）
→（２）係数

チ．特別支援教
育就学奨励費の
需要額測定に用
いる保護基準
額，又は同基準
額に一定の係数
を掛けたもの
→（２）係数

ツ．市区町村民
税（所得割又は
均等割）課税最
低限度額に一定
の係数を掛けた
もの
→（３）係数お
よび目安額

テ．その他
→（４）

（２）ソ，タ，
チを選択した場
合

ケ．個人の
事業税の減
免

コ．固定資
産税の減免

ア．生活保
護法に基づ
く保護の停
止または廃
止

イ．市区町
村民税の非
課税

ウ．市区町
村民税の減
免

エ．国民年
金保険料の
免除

オ．国民健
康保険法の
保険料の減
免または徴
収の猶予

カ．児童扶
養手当の支
給

キ．保護者
が職業安定
所登録日雇
労働者

ク．P・T・A
会費，学級
費等の学校
納付金の減
免が行なわ
れている者

（３）ツを選択し
た場合

Ⅲ 就学援助率

（１）平成30年
度

（２）令和元年
度
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秋田県 秋田市

秋田県 能代市

秋田県 横手市

秋田県 大館市

秋田県 男鹿市

秋田県 湯沢市

秋田県 鹿角市
秋田県 由利本荘市
秋田県 潟上市

秋田県 大仙市
秋田県 北秋田市

秋田県 にかほ市

秋田県 仙北市

秋田県 小坂町

秋田県 上小阿仁村
秋田県 藤里町

秋田県 三種町
秋田県 八峰町

秋田県 五城目町

秋田県 八郎潟町
秋田県 井川町

秋田県 大潟村

秋田県 美郷町

秋田県 羽後町

秋田県 東成瀬村

①都道府県 ②市区町村名

実費 支給平均
額

現物支給 上限額 上限の金
額

支給平均
額

一定額 一定の金
額

その他 実費 支給平均
額

現物支給 上限額 上限の金
額

支給平均
額

一定額 一定の金
額

その他 実費 支給平均
額

現物支給 上限額 上限の金
額

支給平均
額

一定額 一定の金
額

その他 実費 支給平均
額

現物支給 上限額 上限の金
額

支給平均
額

一定額 一定の金
額

その他

0 0 0 0 0 0 25 25 0 0 0 0 0 0 0 24 24 0 6 6 0 1 1 1 0 0 0 14 14 0 6 6 6 5 5 0 18

○ 11,420 ○ 40,600 ○ 15,330 ○ 27,300

・学校給食費は、一食当たり270円を実施日数分支給
・平均額は平成３１（令和元）年度予算額単価を計上
・体育実技用具費は、実費はスキー用具レンタル代、上限額はスキー用具購入費

○ 15,600 ○ 31,550 ○ 8,334 ○ 28,358

・体育実技費は授業で必要なスキー購入費。H30実績なし
・通学用品費は、学用品費と併せて支給
・支給平均額はH30実績

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 0 ○ 30,000
 通学用品費、通学費は支給対象費目であるが実績なし。
 修学旅行費、医療費、学校給食費は令和元年度予算計上単価。

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 21,670 21,670

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 21,670
「医療費」「学校給食費」の支給平均額は平成30年度実績額。（平成30年度支給総額÷支給人
数）

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 21,670
・支給平均額は、平成31年度予算に計上した単価
・卒業アルバム代は12月補正に計上予定で、昨年度の実績もないため０円と入力

○ 12,000 ○ 18,000 18,000
○ 11,500 ○ 50,000 ○ 21,670 21,670 体育実技用具費については実績無し
○ 11,520 ○ 50,600 ○ 30,000

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 0 ○ 28,000
支給平均額は、平成31年度予算額を記入。卒業アルバム代等は、平成31年4月より新たに追加。
通学用品費は、２～６年生が対象であり、1年生については新入学用品に含んでいる。

○ 11,520 ○ 40,600 ○ 25,000 支給平均額は、平成３１年度予算に計上した単価

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 21,670

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 39,620 0 ○ 30,000 通学費については、遠距離児童生徒等通学費補助金を活用のため、実績なし。

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 0 ○ 27,340
・体育実技用具費の上限額は、小１～３年26,240円、小４～６年30,800円
・通学費は、令和元年度実績見込みなし

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 21,670

・修学旅行費、医療費は令和元年度予算に計上した単価
・学校給食費は３０年度の実績額
・校外活動費は実績なし

○ 11,420 ○ 40,600 ○ 30,000

○ 11,420 ○ 20,470 ○ 21,190 21,190

学校給食費：町独自の給食費減免制度で、給食費全額免除対象者は0円、半額免除対象者は
17,500円、それ以外は35,000円の一定支給。（制度が無くなり次第、一定額35,000円に戻
る。）

○ 11,420 ○ 50,600 ○ 24,000 平成３１（令和元）年度予算に計上した単価を記入

○ 11,420 ○ 40,600 ○ 0 ○ 21,490 21,490

体育実技用具費は実績なし。通学費については、スクールバスなどの利用は町が負担している
為実費は伴わない。校外活動費の宿泊なし（１年から４年）、宿泊あり（５年生）、医療費は
昨年度の実績による。学校給食費は、平成３１年度予算に計上した単価による。

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 30,000
○ 11,520 ○ 50,600 ○ 21,670

○ 11,515 ○ 50,600 ○ 21,670 21,670
・校外活動費（宿泊を伴うもの）は支給費目だが実績なし
・医療費は支給費目だが実績なし

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 29,675

・体育実技用具費について
小学校１～３年までのうち１回、４～６年までのうち１回、小学校在学中に２回の援助が受け
られる。
・体育実技用具費、修学旅行費、校外活動費、医療費の支給平均額は平成30年度の実績額。
・校外活動費（宿泊を伴うもの）は実績なし。

○ 11,420 ○ 40,600 ○ 21,490

・平成３０年度実績額を計上
・医療費は医療機関に直接支払い
・給食費は公会計(給食費負担金)へ振替

○ 11,520 ○ 50,600 ○ 13,000
・「修学旅行費」は平成３１（令和元）年度予算に計上した単価。
・「医療費」は30年度実績なし。

（２） 補足事項

新入学児童生徒学用品費等 通学費 修学旅行費

１．小学校の就学援助額の単価（一人当たり年間支給額）

Ⅳ 平成３１（令和元）年度準要保護就学援助額

（１） 費目毎の援助額

学用品費



25 25

秋田県 秋田市

秋田県 能代市

秋田県 横手市

秋田県 大館市

秋田県 男鹿市

秋田県 湯沢市

秋田県 鹿角市
秋田県 由利本荘市
秋田県 潟上市

秋田県 大仙市
秋田県 北秋田市

秋田県 にかほ市

秋田県 仙北市

秋田県 小坂町

秋田県 上小阿仁村
秋田県 藤里町

秋田県 三種町
秋田県 八峰町

秋田県 五城目町

秋田県 八郎潟町
秋田県 井川町

秋田県 大潟村

秋田県 美郷町

秋田県 羽後町

秋田県 東成瀬村

①都道府県 ②市区町村名

実費 支給平均
額

現物支給 上限額 上限の金
額

支給平均
額

一定額 一定の金
額

その他 実費 支給平均
額

現物支給 上限額 上限の金
額

支給平均
額

一定額 一定の金
額

その他 実費 支給平均
額

現物支給 上限額 上限の金
額

支給平均
額

一定額 一定の金
額

その他 実費 支給平均
額

現物支給 上限額 上限の金
額

支給平均
額

一定額 一定の金
額

その他

0 0 0 0 0 0 25 25 0 0 0 0 0 0 0 24 24 0 6 6 0 1 1 1 0 0 0 14 14 0 6 6 6 5 5 0 18

○ 22,320 ○ 47,400 ○ 3,567 ○ 83,015

・学校給食費は、一食当たり320円を実施日数分支給
・平均額は平成３１（令和元）年度予算額単価を計上
・体育実技用具費は、実費はスキー用具レンタル代、上限額は柔道着購入代

○ 30,000 ○ 39,750 ○ 12,289 ○ 86,094

・体育実技用費は柔道着を学校へ現物支給（貸与）。H30実績なし
・通学用品費は、学用品費と併せて支給
・支給平均額はH30実績

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 0 ○ 80,000
 通学用品費、通学費は支給対象費目であるが実績なし。
 修学旅行費、医療費、学校給食費は令和元年度予算計上単価。

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 60,300 60,300 体育実技用具費は実績なし。

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 60,300
「医療費」「学校給食費」の支給平均額は、平成30年度実績額。（平成30年度支給総額÷支給
人数）

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 60,300

・支給平均額は、平成31年度予算に計上した単価
・体育実技用具費は支給が多いスキー用具購入費を入力
・卒業アルバム代は12月補正に計上予定で、昨年度の実績もないため０円と入力

○ 24,000 ○ 50,000 50,000
○ 22,500 ○ 57,000 ○ 60,300 60,300
○ 22,510 ○ 57,400 ○ 90,000

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 35,740 ○ 90,000

支給平均額は、平成31年度予算計上額を記入。
体育実技用具費は、柔道着の場合は上限額7,570円、スキーの場合は上限額37,650円。
通学用品費は２～３年生が対象であり、1年生については新入学用品に含んでいる。

○ 22,510 ○ 47,400 ○ 83,000 支給平均額は、平成３１年度予算に計上した単価

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 60,300

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 80,070 0 ○ 90,000 通学費については、遠距離児童生徒等通学費補助金を活用のため、実績なし。

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 60,000 ○ 59,278

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 0

・医療費は令和元年度予算に計上した単価
・学校給食費は３０年度の実績額
・修学旅行費、校外活動費は実績なし

○ 22,320 ○ 47,400 ○ 100,000

○ 22,320 ○ 23,550 ○ 57,290 57,290

学校給食費：町独自の給食費減免制度で、給食費全額免除対象者は0円、半額免除対象者は
19,750円、それ以外は39,500円の一定支給。（制度が無くなり次第、一定額39,500円に戻
る。）

○ 22,320 ○ 57,400 ○ 80,000 平成３１（令和元）年度予算に計上した単価を記入

○ 22,320 ○ 47,400 ○ 0 ○ 57,590 57,590

体育実技用具費は昨年度の実績による。通学費については、スクールバスなどの利用は町が負
担している為実費は伴わない。校外活動費の宿泊なし（１年生）、宿泊あり（２年生）、医療
費は昨年度の実績による。学校給食費は、平成３１年度予算に計上した単価による。

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 92,000 校外活動費（宿泊を伴わないもの）は実績なし。
○ 22,510 ○ 57,400 ○ 60,300

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 60,300 60,300
･校外活動費（宿泊を伴わないもの）は支給費目だが実績なし
･医療費は支給費目だが実績なし

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 80,404

・校外活動費（宿泊を伴うもの）の単価について、
  平成30年度の上限額10,100円。平成31年度上限額6,150円
・体育実技用具費について
  スキー用具 上限額37,650円 、柔道着 上限額7,570円
 ※中学校在学中にスキー用具または柔道着のいずれか一方のみ援助を受けることができる。
・体育実技用具費、修学旅行費、校外活動費、生徒会費、医療費の支給平均額は平成30年度の
実績額。

○ 22,320 ○ 47,400 ○ 57,590

・平成３０年度実績額を計上
・医療費は医療機関に直接支払い
・給食費は公会計(給食費負担金)へ振替

○ 22,510 ○ 57,400 ○ 54,000
・「修学旅行費」は平成３１（令和元）年度予算に計上した単価。
・「医療費」は30年度実績なし。

（２） 補足事項

新入学児童生徒学用品費等 通学費 修学旅行費

Ⅳ 平成３１（令和元）年度準要保護就学援助額

２．中学校の就学援助額の単価（一人当たり年間支給額）

（１） 費目毎の援助額

学用品費



25 25

秋田県 秋田市

秋田県 能代市

秋田県 横手市

秋田県 大館市

秋田県 男鹿市

秋田県 湯沢市

秋田県 鹿角市
秋田県 由利本荘市
秋田県 潟上市

秋田県 大仙市
秋田県 北秋田市

秋田県 にかほ市

秋田県 仙北市

秋田県 小坂町

秋田県 上小阿仁村
秋田県 藤里町

秋田県 三種町
秋田県 八峰町

秋田県 五城目町

秋田県 八郎潟町
秋田県 井川町

秋田県 大潟村

秋田県 美郷町

秋田県 羽後町

秋田県 東成瀬村

①都道府県 ②市区町村名 Ⅵ 自由記述欄

1 3 1 3 7 2 17 0 0 0 0 0 0 0 4 0 1 2 5 5 3 0

○

○ 社会福祉協議会による制服リユース事業

○

○ ○ 希望者へのランドセル支給
大館市エコプラザで園児から高校生までの制服等の引き
取り、販売を行っている。

○

○

○ ○

市が「NPO法人 子どもコンシェルジュ」へ委託し、家
庭で不要となった制服や学用品をリユース（再使用）す
る事業を行っている。（所管部署：子育て・長寿課 こ
ども家庭応援班）

○
○

○
○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

・小学校においては、学校と同一地区以外の児童に対してバスの定期券を無料
で配付している。
・平成３０年度から全児童・生徒に対して給食費の約半額を補助している。

〇

○ ○
○

○

○ ○ 学校給食費助成、スクールバス定期券購入補助
○ ○ 使用する学用品等の入札・合見積等の実施

○ ○ 校外学習等のバス借り上げ料の公費負担。

○ ○ ○

○ ○ ○

○

就学援助制度の運用や，経済的に困窮している児童生徒に対する市町村の取組・対応につ
いて，これまでの回答への補足

Ⅴ その他

１．学校における保護者負担軽減に向けた取組の状況 ２．教育委員会における保護者負担軽減に向けた取組の状況

（１）教育委員会が把握している学校の取組（あてはまるものすべてに○）

（２） クの内容及び補足説明

（１）教育委員会における取組（あてはまるもの全てに○）

（２） コの内容及び補足説明 （３）その他学校や教育委員会以外での取組

ア．自治
体内で学
用品等の
仕様の統
一

イ．自治
体内で学
用品等の
一括契
約・購入

ウ．学用
品等の中
古品を安
価で販売
（バザー
等）

エ．学用
品等（中
古品を含
む）の貸
し出し

オ．学用
品等（中
古品を含
む）の無
償給与

カ．就学
援助とは
別に，学
用品費等
の一部助
成

キ．学用
品費等の
購入費用
の貸付

ク．学校（又
は校長会等）
に対して，学
用品等の取扱
いに関する通
知やマニュア
ルを提示

ケ．学校
（又は校長
会等）に対
して，他校
の取組状況
等を情報提
供

コ．その
他
→（２）

ク．その
他
→（２）

キ．把握
していな
い

カ．使用
する学用
品等の入
札・合見
積等の実
施

オ．使用
する学用
品等の精
選

エ．低廉
な学用品
等の使用

ウ．学用
品等（中
古品を含
む）の無
償給与

イ．学用
品等（中
古品を含
む）の貸
し出し

ア．学用
品等の中
古品を安
価で販売
（バザー
等）


